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実践報告

自閉性障害幼児の 遊び ス キル の獲得に向けた指導の 検討

　　　　　　　　　
一好 みの活 動 の開発

上野 　 　茜
＊ ・神山 努

＊ ＊ ・野 呂　文行 ＊

　本研究は 、就学前の 自閉性 障害幼児 を対象 に大学 の 教育相談で 、 遊 び の 指導 と して

は さみ と糊 を用 い た工作課題 を行っ た。そ の 中で 、  は さみ の ス キ ル 指導、  行動連

鎖中断法 を用 い た マ ン ドの 発声指導 を行 っ た 。 また家庭で 母親が 同課題 を実施 した 。

その 結果 、 は さみ の ス キル を獲得 し、 マ ン ドの 発声 も促進 された 。 家庭 にお い て もは

さみ の ス キ ル は般化 し、対象児が 自発的に母親に活動を要求する様子 も見られ た 。 大

学場面 にお い て も課題開始前に 自発的に着席 した り、工 作課題 の ス ケ ジ ュ
ー

ル カ ー
ド

を指差しした りす る など の 活動の 要求が み られ た。こ の こ とか ら工作課題は対象児に

とっ て 好み の 活動 となっ た と考え られた 。 課題 に対する 動機付 けが 、 ス キ ル 獲得の み

で は な く、マ ン ドの発声の促 進や活動の 自発的開始な どの 副次的 な行動の 変化や家庭

場面で の 般化 を促 した と考えられた 。 また工作課題が 対象児に とっ て好み の 活動 とな

っ た要因に つ い て 考察 を行 っ た 。

キー ・ワ
ー

ド ： 自閉性障害　遊び の 指導　好み の 活動　副次的な行動の 変化

1 ．問題 と目的

　近年QOLの 向上 や ノ
ー

マ ラ イゼ
ー

シ ョ ン の 観

点か ら、自閉性障害を は じめ とする発達障害児

者の 余暇支援 の 重要性が注 目され て い る 。 これ

まで発達障害児者の余暇 支援 に つ い て は 、 多 く

の 先行研究が行わ れ て きた が （例えば ， 岡部 ・

渡部 ，
2006 ：高畑 ・武蔵

，
2000な ど）、そ の 中で 、

余暇活動の レパ ー トリ
ー

が 限定的で ある こ と 、

テ レ ビ視聴や CD ・音楽鑑 賞、ご ろ寝 、 ビデ オ

など家庭内で の 活動 に偏 っ て い る こ と等が指摘

され て い る （高畑 ・武蔵 ，
1997）。

　余暇支援 に 関する 研究の 対象は ほ とん どが 学

齢期か ら青年期ある い は成人期の 障害児者 で あ

るが 、幼少期か ら余暇に つ なが る可能性 の ある

「遊 び」 を指導す る こ とは重要だと考えられ る 。

＊ 筑 波 大 学 大 学院 人 間 総合科学研究科

＊ ＊ 社会福祉法人梅 の 里あい の 家療育支援セ ン ター

盲学校、聾学校及び養護学校の幼稚部教育要領

にお い て も、 第 1 章総則 の 中で 、「幼児の 自発

的 な活動 として の 遊 び は 、 心身の 調和の とれ た

発達の 基礎 を培 う重要 な学習で ある」 と記 され

て い る 。 Baker，　Brightman ，　Blacher ，
　Heifetz

，
　Hin−

shaw
，
　and 　Murphy （2003）は、遊 びを指導する

理 由に、子 ど もが遊 び の 中で獲得す る ス キル が

他の 場面 にお い て も役に立 つ こ と、また指導者

や親が指導 ス キ ル を獲得 した り、そ こ か ら くる

自信が 他の 場面で もみ られ る よ うにな る こ とを

述 べ て い る 。 また、遊 び ス キル （play　skill）を

学び始め た幼児に対す る基礎 的な遊び の ス キ ル

指導の 方法に つ い て、段階的に次の ように説明

して い る 。 まず、遊び ス キ ル を選定して課題分

析 し、 強化子 を選定する 。 遊 び ス キ ル を選定す

る際に は 、 チ ェ ッ ク リ ス トを用 い て 子 どもの ス

キ ル を評価 し、指導に 生 か す 。 さ らに、指導場

面 を設定 し、 実際 に指導 を行 う。 また 、 指導を
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行 う中で、進歩を観察 し、上手 くい か なか っ た

ときに問題解決を行 う。

　余暇支援 におい て は活動ス キ ル を習得 させ る

こ と に加 えて 、 本人の 好 み を考慮 して 、 自分 な

りの 楽 しみ方が で きる よ う指導する こ とが必要

で あ る と い わ れ て い る （関戸 ，1998 ）。 井 上

（2006a） は 、「遊び とは 自発 的な活動 で あ り、

自ら好み の 活動を 自発 しやす い よ うな環境設定

をし、
モ デ ル を示 し、 援助 を し、 成功体験や喜

び を得 られ る よ うに 働 きか ける こ とが重要で あ

る」 と述べ て い る 。 岡部 ・渡部 （2006）は、好

みや楽 しみ に もとづ き本人の主体性や 選択性が

最大限 に発揮で き るよ うにす る こ とに も注 目す

る必要が あ るこ と を述 べ て お り、発達障害児者

が 指導 された活動 を自発的に開始す る こ とが 困

難で ある （渡部 ・松井 ・山口，1995）こ とか ら、

余暇支援 の 中で 自発的開 始に向け た指導を行っ

た 。 その 中で 、余暇活動 を自ら表明で きる こ と、

他の生徒や教師と の か か わ りの 広が り、 活動の

レ パ ー
トリ

ー
の 拡 大 など と い っ た 、 「副次的な

行動の 変化」が確認 され た こ と を報告 して い

る。

　本研究で は 、 Baker　et　al．（2003） を参考に、

家庭で の 活動 レ パ ー トリ
ーが限定され て い る、

有意味発語の ない 自閉性障害幼児 1 名を対象 と

し、工 作課題 を設 定し 、 遊 び の 指導 を行 っ た 。

は さみ と糊 を使うこ とを遊 び ス キ ル とし て 選定

し、段階的 に指導を行い 、そ の 効果 を検討 した 。

また、工作課題が参加児に とっ て 好み の 活動に

な っ た要因 と 、 その 副次的効果に つ い て考察す

る こ とを目的と した 。

1．方　法

　 1．参加 児

　指導開始時の 生 活年齢 が 5 歳 7か月の 自閉性

障害男児 1名 （以下 A 児）が 本研究に参加した 。

2 歳 7 ヵ 月時に 医療機関で 自閉性障害の 診断を

受 けて お り、障害児通 園施設に在籍 して い た 。

5歳 4 ヵ 月時 に実施 した新版K 式発達検査 の 結

果は、全領域24 ヶ 月 、 姿勢 ・運動 37ヶ 月 、 認

知 ・適応27 ヶ 月 、 言語 ・社会 17 ヶ 月で あ っ た 。

週 1 回 （
一

時期週 2 回）、B 大学の 教育相談にA

児 と母親が来所 して い た 。 大学 における 自由時

間の 行動観察で は、動物の型 はめ 、 絵本 、 フ ィ

ジオ 、タオ ル ブ ラ ン コ 等の 活動に従事する こ と

が 多か っ た 。 家庭で は絵本や 絵カ
ー

ドを眺めた

り、 それ らを手で コ ン コ ン叩 く、ゴ ム 紐を振 り

回す などとい っ た感覚遊びに従事す るこ とが多

か っ た 。 また 、A 児は有意味な発語が な く、 コ

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 手段 と して は サイ ン （両手を

叩 くな ど）、 ク レー ン行動 、 PECS （Picture　Ex −

change 　Communication　System；Bondy 　and 　Frost，

2002）等を用 い た。要求が 通らな い 時な どに は、

か ん し ゃ くや ぐず りがみ られ る こ と もあ っ た 。

第 1 著者 とは別の 指導者 （第 2 著者）が週 1回

の 教 育相談時に 、 母親にPECS の 助言を行っ て

い た 。 家庭で は 、 台所に設置 して ある要求ボー

ドか らお もち ゃ や 絵本な ど の 写真 カ ー ドを選択

する こ と で 要求 を充足 し て い た 。 また 、本研究

で 行 っ た⊥ 作課題の ほ かに 、 1 時間の セ ッ シ ョ

ン の 中で 、 絵 と平仮名の見本合 わせ 課題、数の

抽 出課題、音声模倣課題 を行 っ て い た 。 また 自

由時 間の 活動の 要求 （例えば、タ オ ル ブ ラ ン コ

を開始する際の 要求）の 際 に は 、 行動連鎖中断

法 （Goetz，　Gee，＆ Sailor，1985） を用 い て指導者

がモ デ ル 提示 を し （「や っ て」）、何 らか の 発声

がみ られ た らすぐに要求を充足 させ （活動の 開

始）、音声を用 い た マ ン ドの 表 出を標 的 と して

い た 。 しか し、強化 まで の 遅延が 長い と発声 自

体が 消失 した り、A 児の 緊張す る様子 もみ られ 、

上 手 くい か なか っ た 。

　 2 ．課題設定

　本研究で は遊 び の 指導と し て 、 は さみ と糊を

用 い た工作 課題 を設定 した 。 Baker　et　al，（2003）

は、は さみ や糊 を使うス キ ル は
一

人で遊ぶ ため

の ス キ ル の ひ とつ で ある と述 べ て お り、 遊び ス

キ ル の チ ェ ッ ク リス トの 項 目に も取 り入れて い

る 。 また 、 A 児が就学 を控 えて い る こ とか らも

基本的な道具 （こ こ で は 、 は さみや 糊）を使え

る こ とが望 ましい と考 え られた 。 さらに、A 児

が型はめを好 ん で い たこ とか ら、切 っ た もの を

枠内に貼る とい う型は め と類似 した行動連鎖 を

一250一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

自閉性 障 害 幼 児 の 遊 び ス キ ル の 獲得に 向けた 指導の 検討

工作課題の 中に取 り入れ た 。

　 3．指導期間

　 X 年 8 月か らX ＋ 1 年 3 月 まで 実施 し、 1 ヶ

月半後の X ＋ 1 年 4 月にフ ォ ロ ー
ア ッ プを実施

した 。

　 4．指導内容

　 （1）標的行動 と課題分析 ：指導を開始する前

に指導で用 い た刺激とは異なる もの （市販 の 教

材で 2 〜 3 歳向けの もの 。 三 角形や四 角形 を切

る 刺激） を用 い て 、A 児 の は さみ と糊の ス キ ル

を評価 した とこ ろ、は さみ を使うス キ ル は未獲

得で あ っ た 。 糊 は枠内 に塗 る こ とが で きて い た 。

そこ で 、は さみの ス キル 獲得に焦点 を当てて指

導を開始 した 。 指導を開始する前に、は さみ を

使うス キ ル の 課題分析を行っ た 。 課題 分析の 結

果 、   左 手で 紙を持 つ
、   右手で はさみ を持 つ

、

  は さみ の 刃を印の と こ ろ まで 移動す る、  は

さみ の 刃 を開 く、  線上 を切 る、の 5 つ の 単位

行動で構成 した 。

　（2） セ ッ テ ィ ン グ ：本指 導はB 大学 の 教育相

談時に プ レ イル ーム で 行 われた 。 A 児 と メ イ ン

トレ ー
ナ

ー
（以 下 MT ）が対 面 し て 座 り、A 児

の 後ろ に サ ブ トレ ー
ナ

ー （以 下ST ） を配置 し

た。A 児、　 MT 、　 ST の 全員が収 まる位置に ビ デ

オ カ メ ラを設置 し、 課題 の 様子 を撮影 した 。 ま

た 母親 が観 察室 か らワ ン ウ ェ イ ミラ
ー越 しに、

課題の 様子が 見られ る よ うに配置 した 。

　（3）教材 ：市販 の幼児用 は さみ と糊 を用 い た 。

幼児用 は さみ とは 、 幼児の 手の 大 きさに合 わせ

た もの で あ っ た 。 糊 は ス テ ィ ッ ク糊 で塗 っ た箇

所 に 色が つ くもの を用意 した。 また 、 は さみ と

糊 を入 れ る 道具箱 （縦 15cm、横 8cm ）を用意

し、机上で A 児 の 方向か ら右側 に配置した 。 刺

激 は イ ラ ス トを印刷 した A4 サ イズの 用 紙 を 2

枚用 い た 。

一
方 は は さみ で 切 る 刺激 （刺激A ）、

もう一方 は切 っ た もの （刺 激 A ） を貼 る台 紙

（刺激B ）で あ っ た （Fig．1を参照）。　 A 児の は さ

み の ス キ ル 獲得に従 い 、刺激A の 切 る線の 距 離

を変更 した 。 刺激 A 一
  は幅 7mm の 線 が 2 カ

所あ り、縦 3cm 、横 5cm の 長方形に イ ラ ス ト

が印刷 された A4 用紙 を切 り取 っ た もの で あ っ

た 。 刺激B 一
  は A 一

  で切 り取 っ た もの と同

じ大 きさ の 点線の 長方形 を 3 つ A4 用紙に印刷

した もの で あ る 。 同様 に、刺激A 一
  は 幅 7

mm の 線で 切 る 箇所は
一

つ で 、全体の 大 きさが

縦 5cm 、横 7cm の 長方形 で あ り、 刺 激A 一
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Fig．1　使用した刺激
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は幅 5mlnの 線で切 る箇所 は 二 つ で 、全体の 大

きさは縦 8cm 、横 6cm の 長方形で あ っ た 。 刺

激B 一
  、B 一

  はそれ ぞ れ 、刺激 A 一
  、　 A 一

  で 切 っ た もの と同 じ大 きさ の 点線の 長方形が

印刷 した もの で あ っ た 。 刺激 B に は、点線の 長

方 形の ほ か に A と 関連 す る イラ ス トを 印刷 し

た 。

　 （4）手続き ：本研究で は 、指導期 間を 3 つ の

刺 激セ ッ トに よ り区分 し た 。 第 1 期で は刺 激

A 一
  、 B 一

  を用 い
、 主 に は さみ の ス キ ル 獲

得に 向けて 指導を行 っ た 。 第 H 期で は刺激A 一

  、B 一  を用 い 、は さみ の ス キル獲得 に 向け

た指導 に加 え、行動連鎖 中断法 を、用 い て糊 の

ふ た を開け る、ある い は糊の 粘着部分を出すこ

とを 、 指導者に音声を用い て 要求す る指導を行

っ た 。 これは糊が使 えない 状態で （ふ たが閉 ま

っ て い た り、粘 着部分が 出て い な い 状 態）、A

児が 自発的 にサイ ン （両手を叩 く）で 要求す る

様子がみ られたため で あ っ た 。 もともと 、 課題

間の 自由時 間に タオ ル ブ ラ ン コ を要求する場面

を設定 し、指導を行っ て い た こ とか ら本課題で

も同様 の 手続 きを用 い て 指導する こ とと した 。

手続 きは ST が A 児 の 背 後か ら モ デ ル を提 示 し

（「や っ て」）、音声表出が み られ た と きに MT が

糊 をA 児 に手渡 した 。 第 皿期で は 第 H 期で用 い

た刺激 A 一
  、 B 一

  と、 刺激 A 一
  、　 B 一

  を

組み合 わせ て用 い た 。 また、第皿期を開始 した

こ ろか ら、家庭場面 にお い て も母親が 同 じ課題

を実施し始め た。これ は課題中の A 児の 様子 を

観察室か ら見て い た母親が 、 自ら家庭で の 実施

を希望 したた め で ある 。 そこ で 母親 に 対 し、 課

題の 内容 に つ い て 口頭 と書面で 教示 を行い 、 簡

単な記録用紙 と教材 を渡 した 。 記録用紙 に は、

課題分析表 と各単位行動のプU ンプ トレベ ル の

評価を記入 す る欄を設けた 。 記録用紙 と 1 週間

分の 教材を毎週教育相談時 に母親 に渡 し、 教材

がな くなっ た ときのため に教材 のデ
ー

タを収め

た CD −R も渡 した 。 そ して 、母 親は 1 週 間分 の

記録 と産物 を教育相談時に持参 し、指導者 に提

出した 。 また 、 家庭で の 様子 を把握するた め に 、

母親 に 2 日間 ビデ オ撮 影を行 うよ うに依頼 し

た 。

　 5 ．従属変数

　 （1） はさみの ス キル の 評価 ：は さみ の ス キル

獲得を評価する ため に 、 各単位行動の プ ロ ン プ

ト レ ベ ル と 1 セ ッ シ ョ ン あた りの 自発 的遂行率

を求め た。単位行動ご との プロ ン プ トレ ベ ル は、

  マ ニ ュ ア ル ガイ ダ ン ス 、  言語プ ロ ン プ トや

指差 し、   自発の 3 つ の レ ベ ル で 評価 した 。 1

セ ッ シ ョ ン あ た りの 自発的遂行率は 、 1セ ッ シ

ョ ン あた りの 自発的遂行 した単位行動数を全単

位行動数で 除 した もの に 100を掛けて 算出 した。

　 （2）音声 を用 い た要求の 評価 ： 1 セ ッ シ ョ ン

あた りの A児が音声表出する まで の 平均モ デ ル

提示数と、自発的 に音声を表出 した 割合を求め

た 。 平均モ デ ル 提示数は 、 1 セ ッ シ ョ ン あた り

に提 示 したモ デ ル 数 を試行数で 除 して求め た 。

自発 的に音声を表出 した 割合 は 、 1 試行 あた り

の モ デ ル提示数が 0 の 場合 を、自発的な音声の

表出 と定義 し、 1セ ッ シ ョ ンあた りの 自発的に

音声を表出 した 割合 を全試行数で除 し 、 100を

掛けて 算出 した 。

　6 ．社会的妥当性 の 評定

　 5段 階の リ ッ カ ー ト尺度 （5 ：非常にそ う思

う、 4 ：そう思 う、 3 ： どち ら ともい えな い 、

2 ：そ う思 わ な い 、 1 ：全 くそう思 わ ない ） を

用 い 、母親 に対 して社会的妥 当性の ア ンケー ト

を実施 した 。 Table　2 に 示 した 各項 目に つ い て

質問用紙 に 記入す る形式で 行 っ た 。 ア ン ケ
ー

ト

は指導終了後の 4 ヶ 月後に実施 した。 また質問

項 目以外 に 自由記述欄 を設 け、 記入 して もらっ

た 。

皿．結　果

　 1．は さみ の スキル獲得

　 A 児の は さみ の ス キ ル を 、 自発 的遂行率 （上

段） と各単位行動をプ ロ ン プ トレ ベ ル で評価 し

た もの （下段）をFig．2 に示 した 。 第 1期で は

逆 行連鎖法で 、は じめ は 刺激A を MT が 持 ち 、

線上 を切 る こ とに焦点を当て て 指導を行 っ た。

第 1 期 の 自発的 遂行率の 平均 は 52．5％ で あ っ

た 。 第 皿期で はセ ッ シ ョ ン 6 まで は MT が 刺激
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　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．2　は さみ の ス キ ル 獲得状況

＊ 上 段 は 自発 的 遂行率 を示 した （1セ ッ シ ョ ン あた りの 自発的遂行の 単位行動数／ 1 セ ッ シ ョ ン あ た りの 全 単 位 行動 数

　× 100）．下段 は各単位行動 （  左手で は さみ を持 つ ・  右手で は さみ を持 つ ・
  刃 を 印の 位置ま で移動す る ・  は さ

み の 刃 を 開く
・  線 ヒを切 る）の プ ロ ン プ トレ ベ ル を評価 した もの で ある．口 ： 自発的遂行，口 言語 に よる教 示 ・

ポ イ ン テ ィ ン グ，■ マ ニ ュ ア ル ガ イ ダ ン ス ・指導者 に よ る実施 第 1 期 ：刺激A 一
  ・B 一

  ，第 ∬期 ：刺激 A 一  ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B 一
  ，第 皿 期 ：第 U 期の 刺激 ＋ 刺激 A 一  ・B 一  ．

を持ち、A 児は切 る だけ と い う形態 をと っ て い

たが、セ ッ シ ョ ン 7 か らA 児が 自発的に左手で

刺激 を持 つ 様子がみ られた 。 持 つ 位置が線に近

い な ど、危険な場合は修正 を行 っ た。こ の こ ろ

か ら 、 線 の 位置 まで 刃 を持 っ て い くこ とが ST

の 援助 な しで 行 える よ うに な っ た。セ ッ シ ョ ン

9で は、自発的遂行 率は80％ に達 した 。 また 、

第 n 期の 自発的遂行 率 の 平 均 は67．2％で あ っ

た 。 第皿期で は セ ッ シ ョ ン 12、13あた りに か け

て 、 自発的遂行率が減少して い る もの の 、プ ロ

ン プ トレ ベ ル は マ ニ ュ ア ル ガ イ ダ ン ス な どの 強

めの 援助はな く、声掛 けや ポ イ ン テ ィ ン グ な ど

軽め の 援助 の み で 行 うこ とが で きた 。 セ ッ シ ョ

ン 14以降で は自発 的遂行率が80％以上 で安定し

て お り、セ ッ シ ョ ン 20、 21で はす べ て 援助な し

で 行うこ とが で き、自発 的遂行率が 2 回連続で

100％ で あ っ た 。 1 ヵ 月半後の フ ォ ロ ーア ッ プ

時の 自発 的遂行率は、セ ッ シ ョ ン22では93．3％ 、

セ ッ シ ョ ン 23で は 80％で あ り、少 し減少 して い

る もの の 、 維持がみ られ た。セ ッ シ ョ ン 23にお

け る各単位行動 の プ ロ ン プ トレベ ル をみ る と、

「  左手で 持 つ 」の エ ラ
ーが 多か っ た。

　 2．音声表出の促進

　Fig、3 に、糊 を要求す る と きに音声が 表 出す

る まで の 1 セ ッ シ ョ ン あた りの 平均モ デ ル 提示

数 と 、 1 セ ッ シ ョ ン あた りの 自発的に音声が 表

出 した割 合 を示 した 。 また 、 Table　l に逐語記

録 と音声表出 まで の モ デ ル 提示数 を示 した 。 第

H期 に お け る平均 モ デ ル提 示数の 平均 は 2．9回

で 、第皿期で は L4 回 で 減少傾 向に あ っ た 。 ま

た、自発的な音声表出の 割合の 各指導期の 平均

は ag　［期で は 14．2％ 、第皿期で は 33．1％で 増加
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Table　1　 マ ン ドの 発声記録 と発声 まで の モ デ ル 提示数

セ ッション

試行

1 2 3 4 5 6 7 8 9
67891011121314151617181920212223あて て て （1）　　 えで

一
えで

一
（2）

あ一え一て一〔0） や お一（1）

んん一お （5）
’
× c8｝

あ
一
あ
一

（o〕

あっ い
一お 〔7）

あ っあ （0）

い つ い （1｝

て っ て
一

 

い り
一q ）

や tナm ナ（2｝

えっえ 〔O）

’x ｛4）
い い や

一
〔1｝

こ ほん 〔O）
し・や、、う一（0〕
たりたりらっ 〔0）

らりらり一（0）

ん C2〕

て U 〕
’
x 〔5）

あけて い た一（ 

たった（4）

て りりりりり
一

（1〕

あ は（3｝

い つ い 〔D
や てて （4）

い いあ
一

〔O）

い てい んが 〔O）
い い い 一（0）

た っ てい
一

た っ て い
一

（O）
ん あ

一
（1）

や っ （o〕

や っ た一ご 〔 

たワた （D
え一て

一〔7）

や
一
〔1）

’x 〔4〕

い
一〔9）

あ一た一と一｛O〕
ん
一

ん
一

（ 

ん ん ん まCl）

ん一（4）
たれれ れれ 一〔7）

て
一C4）

い
一〔7〕

L．・や v 、やう
一

〔1）

あ一〔o）

や
一

て
一

（1）

やって （1）
ううう一い い い

一（O）えヘー〔1〕

ん
一

〔4）

む一臼）

たって い一〔4）

や って 〔D

あ
一
あ
一〔1）

や てててて一（1）
い っ あ 〔0｝
や てて て ｛2）

ああああ一（0｝

ん C2）　 　 　 あってって一（O）

む一〔2｝　　　 い 一た一（5）

あ （D 　 　 　 　
’x 〔5）

’
X 〔5〕　　　　 て

一
〔1）　　　　　 あ

一
け
一

て
一

（1）　　 てい けて い ら一〔1）

ん 一ん一ん
一

〔2〕て
一
え
一
あ
一
え
一

（O）て りてりおおお 一〔3｝ あ一け一て一〔0）
い い

一C5〕　　 や って （5〕　 　 　 　 え，え C4）

い
一

 

ん 一ん一（D 　 　　 　 んんん一（O）

おおお一（e）　　　
．
× 〔3｝　　　　 て一〔1｝

んんん一や一て
一

〔1）ん ぬん ぬ （2）　　 い っい 一〔2】

えっ へ （D　　 　　 い っい い い
一

〔  ん
一

ん
一

〔4）
や一てて （4）

にににに っ （0｝
ん っん （1｝

い
一

りっ（0）　　　　 あか か か か っ〔0）い
一
りっい

一
〔 

ん 一〔0）　 　 　 　 　 んんん一〔3）

ん んん 一や一て一（2）

や っ て （1）　 　 　 　 や o てて （1） やあ あ （3）

　　（　 ｝の 数字はモ デル提示数を示す．
’
「刈 は発 声な しで糊 を渡したことを示した 。

Table　2　社会的妥当性の 評定結果

質問項 目 結果

工作課題 はお子 さん に とっ て よか っ た と思 う

工作課題 で はさみや の りが使え る ように な っ て よか っ たと思 う

工作課題 はお母さん に と っ て負担だ っ た ＊

工作課題 はお子 さん に と っ て負担だ っ た ＊

工作課題はお子さん の 好きな活動だ っ た と思 う
こ れ か ら も継続 し て家庭で 工 作を行 っ て い きた い と 思 う

5
尸

0

」

445

『）

非常に そ う思 う

非常に そ う思 う

そ う思わな い

そ う思わな い

非常 に そ う思 う

非常に そ う思 う

＊ は逆転項 目．

一254一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

自閉性障害幼児 の 遊び ス キ ル の 獲得 に 向けた 指導の 検討

刺激 刺激   刺 激 3 刺激

日付 11’1511 ！2011 〆τ611118 　 11／2411 ／2912 ／712 ／812 ／2312 ／2711131 ／201 ∫242 ！3 餌 2／15 別 203 ／2
セッション 1234 　　　 5678910 τ11213141516171B
プロ ツク 1　 2345 　 67 　 8　 91011 寸2131415161718 て92021222324252627282930313233343536，

於
广粛

」1
广
『1

 
単

位
行
動

 
い篤、’雫ヌ广7 、 炉Fρ

 

  　 　
遣 、“广 早r囁

＊ ＊ ＊ ＊ ホ ＊＊ ＊＊ ＊ホ　 零　 ＊＊ ＊＊

　　　　　　Fig．4　家庭場面におけ る は さみ の プ ロ ン プ トレ ベ ル の 変容

＊ 口 ： 自発 的遂 行，口 言 語 に よ る教 示 ・ポ イ ン テ ィ ン グ，■ マ ニ ュ ア ル ガ イ ダ ン ス
・
指導者に よ る 実施．

　 　 　 　 　 　 　 国 ：長方形の 四 辺 すべ て を切る，圏 ：長方形の 両端を切 る，1凾 ：切 る線 を細 くした．

傾向で あっ た 。 またセ ッ シ ョ ン 21で は、75％で

あ り、高い 水準を示 して い る 。 1 ヵ 月半後 の フ

ォ ロ
ー

ア ッ プで はセ ッ シ ョ ン 23で はす べ て 自発

的に音声を表出 して お り、割合 は 100％で あ っ

た 。

　 3 ．家庭 で の 実施

　家庭 で は平 日週 2 ・3 回、 通園施設か ら の 帰

宅後に母親が実施 した 。 Fig．4 に、家庭 にお け

る は さみ の プ ロ ン プ トレベ ル の 変容 を示 した 。

大学にお け る指導 は第皿 期の 期 間だ っ た が、家

庭で 母親が 行うとい う点か ら、 A 児ある い は母

親に と っ て負荷が低 い と考え られ た 第［期で 用

い た刺激 A ・B 一
  を渡 して 実施 を依頼 した 。

開始時 は母親に よ る援助が部分的 に必要で あ っ

たが 、 セ ッ シ ョ ン 6 以 降はほ とん ど自発で行 う

こ とが で きた 。 20、 22 、 24〜26試行目で は、A

児が は さみ の ス キ ル を獲得 し て い た こ ともあ

り、 活動が す ぐ終わ っ て しまうと い うこ とか ら、

母親が刺激A の あ らか じめ太線 にな っ て い る と

こ ろ 以外 の 長方形の 周辺 を太線に し 、 A 児が切

る ように した 。 したが っ て、援助付 きで遂行 し

た単位行動数が増加 して い る 。 また、母親の 記

録や 産物か ら周辺 すべ て を切 る こ とは 、A 児 に

は まだ難し い と考え られた 。 したが っ て 、27、

28、32試行 目で は切 る 箇所 を よ り少 な くし、

元 々 太線に してあ る とこ ろ に加 えて 、 全体 の 長

方形の 両端 の 縦 線 2 本 を太線に し て 実施 した。

また 30、 31試行 目の 刺激は母親が 自宅で 指導者

が渡 したCD −R の データ を もと に印刷 した もの

を使用 して お り、太線 の 部分 を細 くして実施 し

て い た 。 多少線か らはみ 出 して い る もの の 、 線

に近 い 箇所 を切る こ とが で きて い た 。

　 4 ．社会的妥当性の評定

　社会的妥当性 の 評定結果をTable　2に示 した 。

全体の 平均得点が 4，6で あ り、本指導 の 妥 当性

が得 られ た 。 また 、自由記述 の 中で 、「今まで

使 えなか っ た、は さみ や糊が 使える よ うにな っ

て よか っ た」、 「今後 も続けて い きた い 」等の コ

メ ン トが述 べ られて い た 。 しか し
一

方で 「教材

の 準備が もっ と簡単にで きたらい い と思 う」 と

い うもの もあ っ た。また母親が家庭の様子 を撮

影したビデ オよ り、 手続 きやセ ッ テ ィ ン グは大

学で行 っ て い る もの と ほ ぼ 同 じ で あ っ た 。

y ．考　察

　本研究で は、自閉性 障害幼児に対 して 遊び の

指導 を行 い
、 1）遊 び ス キ ル の 獲得 、 2）遊 び

が 好み の 活動 に な っ た要因 と、3）副次的効果

に つ い て 検討する こ とを 目的とした。

　本研究で は、遊び ス キ ル 指導の
一

つ と して工

作課題 を設定 し、はさみの ス キル の 指導を中心

に行 っ た 。 そ の 結果、は さみ を使用する ス キ ル

を獲得する こ とが で きた 。 こ の こ とか ら、指導

手続 きの 妥当性 と、教材 の 難易度の 適切性が示

唆 され た 。 A 児は 、就学前の幼児 であ り、 は さ

み や糊 を使 えるよ うに なる こ とは就学に向けて

も意味が あ っ た 。 今 回用 い たは さみ は 、幼児用

の は さみ であ っ たが、構造 とし て は一般的な も

の で あっ た 。
バ ネが つ い て い る は さみ など も市

販 され て お り、そ の よ うな もの を用 い る こ とで 、

よ りエ ラ
ーレ ス で 行うこ とが で きたか もしれな

い 。 しか し、 A 児の 全体的 な課題 従事の 良さや 、

課題 に対する動機付け も高か っ た こ とか ら 、

一

般 的 なは さみ で も問題 は な か っ た と考 え ら れ
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上 野　　茜
・
神山　　努 ・野呂　文行

る 。

　課題開始前に指導者が教材の 準備 を して い る

と、自発的に着席した り、ス ケ ジ ュ
ール カー ド

を指差 しした り、 家庭 にお い て もPECS を自発

的に使用 して活動 を要求す る行動が み られ た こ

とか ら、A 児に とっ て 工作課題が 好み の 活動に

な っ た と考え られ た。そ の 要因の
一

つ と し て 、

本人 の 障害特性や好み の ア セ ス メ ン トに基づ い

た教材の 工 夫が考 えられた 。 大学で の行動観察

や 母親か らの 報告 を もとに、A 児の 好み の 活動

や キ ャ ラ ク タ
ー、好み の 感覚刺激 を考慮 して教

材 を用 意 した。具体的に は、好み の 活動で あ っ

た型はめ の 行動連鎖 （枠の 中に はめ る）や 、教

材の イラ ス トに好 み の キ ャ ラ ク タ
ーを取 り入れ

た こ とが挙げ られ る 。 また 、糊を塗 る こ とが A

児に とっ て好み の 感覚的刺激 とな っ て い た。 奥

田 （2003）は ス テ レ オ タ イプな感覚遊び を好 む

自閉性障害児に対し て 、そ の 感覚的なお もしろ

さを活用 する こ とで遊び を拡大す る こ とが重要

で あ る こ とと述 べ て い る 。 A 児に と っ て糊を塗

る こ とで 得 られる感覚的 な強化は、は さみ を使

用する 行動の 強化として も機能 して い た と考え

られ る 。 Baker　et　al．（2003）は 、 遊び ス キル を

段 階的 に指導す る こ と の 重 要性 を述 べ て い る

が 、本研究で は 、「遊 び ス キ ル の 選定」 が特に

重 要で あ っ た と考え られた 。 ス キル の チ ェ ッ ク

リ ス ト （Baker　et　al．，2003） を用 い て 本人 の 既

存の ス キ ル を把握する とともに 、 上 記の よ うな

障害特性や好 み の 把握 をする こ とが 、活動へ の

動機付 けや 自発性を高め、好み の 「遊び」 にな

っ た と示唆された 。

　工 作課題が A 児 に と っ て好み の 活動 に なっ た

こ と で 得 られ た副次的な効果 と して、糊を要求

する際の 音声表出や、家庭場面で の 実施、自発

的 な活動の 要求がみ られ た 。 井上 （2006a）は 、

余暇 ス キ ル が コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の 必然を生む

こ とか ら、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 下 地 となる楽

しみ や 遊 びか ら 、 ど の よ うに指導を開 始 させ る

か を考える 必 要が ある こ とを述べ て い る。 本研

究で は 、 糊 を要求する際 に音声を表出する こ と

を強化 した 。 これに より、音声が マ ン ドとして

の 機能 をは た して い た可能性が考え られ た 。 指

導終 了 か ら 2 ・3 ヶ 月後 の 母 親の 報告 か ら、

「最近 、それ っ ぼ く聞こ える こ とがあ る」、「よ

くし ゃ べ る よ うにな っ た」な どと い う報告があ

っ た 。 こ れ に つ い て は、本研究 に よる指導 の 効

果 と断言する こ とは で きない が、音声を用 い て

人 に伝える こ とが で きる、と い う経験 を した こ

とが、音声表出を促進 した 要因の
一

つ と して 考

えられ た 。 また 、 井上 （2003） は、余暇支援 の

中で 楽 しみ を教 え広げる こ と 、 そ して コ ミュ ニ

ケ
ーシ ョ ン の指導として 、それ らを要求するこ

と、楽 しみ を伝えた り共感する こ とが
一

体 とな

っ て 、初め て コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン行動が個 人に

と っ て QOL を高める もの になる とい える と述 べ

て い る。 余暇ある い は遊 びの 指導を行う際に は、

単なる ス キ ル獲得に向けた指導だけで な く、活

動 を通 して 、本人の QOL を高め て い くこ とに も

着目す る こ とが重要だ と考え られる 。

　 しか し、A 児は 日常 生 活 の 中で PECS を使用

して い る点か ら、音声 を用 い た コ ミュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン を拡大 して い くこ とが 妥当で ある か どうか

に つ い て は確かで はな い 。 年齢的に まだ幼 い と

い う点か ら 、 さまざまな コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン モ

ー ドを持 っ て い る こ とが 重要で ある こ とを考慮

す る と、音声 を用 い て他者 と コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ン を と る と い うこ とは 、意 味が あ っ た と い え

る 。

　本研究で は大学だ けで な く、 家庭 で も課題 を

実施 した 。 こ れ はA 児の 大学で の 課題従事 の 様

子 を母親が観察し、母親の 方か ら希望 して きた

こ とが き っ か けで あ っ た 。 家庭 で行 っ た こ と、

母親に よ る援助 、 別の は さみ ・糊 の使用 な ど、

さまざまな違 い はあ っ た もの の 、結果 と して は

大学で 行 っ た と きとほ とん ど変わ らず 、 家庭で

の 様子 を撮影したビデ オか らも、 母親の 援助や

セ ッ テ ィ ン グ も大学場 面 とほぼ 同 じで あ っ た。

これ は 、 毎週母親が観察室か ら課題 の様子 を観

察 して い た こ とか ら、 指導者 が モ デ ル の 役割 を

果た して い た と考 えられ る 。 また、 自由記述で

「教材 を準備 して くれ て助か っ た」 と い うコ メ

ン トが あ っ た こ とか ら、毎週指導者が 教材を渡
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自閉性障害幼児の 遊 び ス キ ル の 獲得 に 向けた 指導の 検討

して い た こ と も家庭で 上 手くい っ た要因 と考え

られた 。 しか しなが ら、あ らか じめ刺激A を切

っ てお く等の 準備が 必要であ っ た り、渡 して お

い た もの がな くな っ た と きに 、 自分で 印刷する

とい う コ ス トがかか っ て い た 。 家庭で はすべ て

A 児に よる 始発 （写真カ
ー

ドで要求す る）で 課

題が 開始 され て い た が、刺激 の 準備が で きて い

な い と きに は 、 母親が要求ボ
ー

ドか ら工 作カ
ー

ドを撤去 して い た 。 つ ま り、A 児の 要求が制限

され て い た と い える 。 山本 （1995）は 、 提供 さ

れ たプ ロ グラ ム を家庭 など で 実施 に移す場合、

親が負担 を感 じず 、 実施 しやす い こ とが 重要 で

あ る こ と を指摘 して い る 。 また 高畑 ・武 蔵

（2000）は、親の 付添や付加 的な援助 を必要 と

せ ずに、家庭 で余暇活動が 行える教材の工 夫 を

行 っ た。 しか し、親の コ ス トに対 する さらなる

配慮や、本人が 自発的に活動を開始す る こ とが

で きる環境設 定を考慮す る必要が ある こ とを示

唆 した 。 本研究にお い て も、 同様 の 課題が残さ

れて い る 。
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Teaching  Play Skill to a Young  Child with  Autism: Development ofFavorite  Activities

Akalle UENO',  Tsutomu  KAMIYAMA"  and  Fumiyuki NORO'

  The purposes of the present study  were  to teach a young preschool chiid  with  autism  play skills

which  were  handicraft with  the scissors  and  the glue at education  consultation  of  the university.  We

taught the skill  of  using  scissors,  and  the utterance  of  mand  with  behavior chain  interruption. The

mether  ofthe  child  also  did the same  task at  home.  As a result, he acquired  the skill of  using  the scis-

sers,  and  utterance  of  mand  was  promotecl. At  home, the skill  of  using  the scissors  was  generalized

across  setting, and  it was  observed  that he spontaneously  requested  his mother  to do the activity. At

university, it was  aiso  observed  that he spontaneously  took  his seat  before the task was  started  and

pointed the schedule  card  ofhandicraft.  Therefore it was  thought that the  task  ofhandicraft  was  a  fa-

vorite  activiry  for him. Motivation for the task promoted  not  only  acquisition  of thc play ski11 but also

secondary  behavior change  which  was  to promote the utterance,  starting  the task spontaneously  and

generalization across  setting.  We  also  discussed the reason  why  the task of  handicraft was  a preferred
activity  for him.

Key  VVords: autism,  teaching  play skills,  a  preferred activity, secondary  behavior changes
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